
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予

算

額

前年度繰越

0

0

0

84,775

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

低金利が継続していることから平成25年度をもって上乗せ利子補給を廃止。既承認分及び法定分(1.25％)の利子補給については今後も

継続する。

目標に対

する成果

の状況

消費増税前の駆け込み需要による融資及び大口融資により、目標10億円を達成した。

なお、必要額を融資できることが目的であるため、Ｈ２６目標を融資額から必要融資実行率に変更する。

 概算事業費（B（A）+C） 94,054 87,284 89,578 98,814

14,039 14,039

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

融資額
10.36億円 13.63億円

Aの

財源

73,820 76,382

概　算

人件費

1.70 1.70 1.70 1.70

14,039

80,015 73,245 75,539

14,039

80,746 73,820 76,382

86,520 78,582 84,775

合計（A) 80,746 84,775

25年度25年度25年度25年度 26年度

当初予算 90,246

補正予算 -9,500 -12,700 -2,200

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績

H25 H26

（当初） （決算） （当初）

利子補給 補助金

農業近代化資金の融資を行った融資機関に対する利

子補給金

　補助先：融資機関

78,582 75,539 84,775

目指す姿

現状

県関与の必要性あり

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

末端利率を低利にし、資金の貸付けに係る農業者の返済負担を軽減することで、意欲ある農業者

を支援し、地域農業の振興に寄与する必要がある。

課・室 農村振興課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail noson@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

1-3　夢に挑戦する農業

末端利率を低利にし、資金の貸付けに係る返済の負担を軽減することで、意欲ある農業者を支援し、地域農業の振興に寄与する。

農業者が農業近代化資金を借り入れる際に、長期かつ低利で融資が受けられるよう、当該資金の融資を行った融資機関に対して利子補

給金を交付する。

  平成23年度融資機関の融資額　　　88件　1,228,200千円

  融資機関の融資残高　　 　　　　　　714件  6,006,099千円（平成24年６月30日現在）

成果目標の達成状況

項目

必要融資実行率

事業番号 09 06 02 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 農業近代化資金利子補給事業農業近代化資金利子補給事業農業近代化資金利子補給事業農業近代化資金利子補給事業
担

当

課

部局 農政部

 1 夢ある農業を実践する経営体の育成 実施期間 Ｓ３６ ～

県が関与

する理由

融資額10億円

Ｈ25
H26

目標

H24末

（実績）
目標 成果 達成状況

84,775合計 78,582 75,539

100%

（当初）

10億円

（必要額）

13.63億円

達成


